福岡ひまわりの里における避難訓練

現在、福岡ひまわりの里では火災を想定した、通報訓練・消化訓練・避難訓練を合わせた「総合訓練」という形式でおこなっています。
防火計画に基づいて年に4回実施し、全利用者、全支援員が対象です。
勤務者が少ない夜勤帯での火災を想定し、夜勤者が連携を取りながら初期消火や消防への通報、そして利用者の方を安全な場所へスムーズに避難・誘導できるよう訓練に取り組んでいます。
また、西消防署や地元消防団と連携した訓練を実施した実績もあります。
今後は火災だけでなく地震や土砂災害、風水害を想定した訓練を行わなければならないと感じています。
最近の災害は、過去に例を見ないほどの大きな被害がでており、早急に対応策を考えなければなりません。
福岡ひまわりの里に関して、離島そして山の中にあるという立地条件のなかで、地震や土砂災害が発生した場合どのくらいの被害がでるのか、道路は大丈夫なのか、ライフラインが遮断した場合に復旧までにどれだけ時間を要するのか、予想もつきません。
備蓄品も準備しておく必要があります。水や食料、医薬品、手袋や簡易トイレ等々、挙げればきりがありませんが、緊急事態に備えた体制を整えなければなりません。
防災に対しては課題が山積みですが、地元自治会との連携や行政からの情報など活用しみなさんの生命や財産を守るために努力していきたいと思います。





